












 
 2023 年度 10 月・2024 年度 4 月入学 東京農工大学工学府博士前期課程  

 問 題 用 紙       専門科目  

              
 
 

      
〔１〕 ～〔４〕の問いに答えよ。 

 
〔１〕 集合 A、B、C に対して、以下の論理演算の結果に対応する集合をベン図に記せ。 

 
 
 
〔２〕 IEEE754 は、コンピュータ上で浮動小数点数を表現するための標準規格であり、32bit の単精度

浮動小数点数は、以下の形式で表すことができる。 
 

 
 
符号部：浮動小数点数の正負を表すための 1bit。 
指数部：浮動小数点数の指数部を表すための 8bit。符号なし整数で表記され、127 をバイアス 

した表現を用いる。 
仮数部：浮動小数点数の仮数部を表すための 23bit。符号なし小数で、整数部分が 1 になるよ 
    うに正規化して小数部分のみを表現した値を用いる。 

 
以下の数値を IEEE754 の 32bit 単精度浮動小数点形式に変換せよ。 
① 0.25 
② －27 

 
 
〔３〕 コンピュータの演算において、浮動小数点を利用する場合、演算の精度に関して「丸め誤差」、

「桁落ち」、「情報落ち」などの問題が生じる。これらの語句について、それぞれ 50 字以内で

説明せよ。さらに、これらの問題の中から 1 つ選んで、有効数字 4 桁、10 進数の数字を用いて、

具体例を記せ。 
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〔４〕 以下について、適切な語句を選択せよ。解答用紙の適切な語句に〇をつけること。 

 
（インタプリタ ・ コンパイラ）は、ソースプログラムを機械語で書かれたプログラムに変換す

る役目を持っている。ソースプログラムを解釈実行する方式は、機械語で書かれたプログラムを

実行する場合と比較して一般的に実行が（低速 ・ 高速）になる。 
 
プログラム実行時のメモリ領域として、CPU が実行するプログラムを格納するコード領域、

大域／静的変数を格納するデータ領域、C 言語の malloc()などで動的に確保される（ヒープ領

域 ・ スタック領域）、関数の戻り番地や局所変数などを格納する（ヒープ領域 ・ スタック領

域）がある。ヒープ領域は、メモリの確保と開放を繰り返すと、使用領域が（断片化 ・ 固定化）

することがある。 
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